
子どもの健康状態の把握　家庭からの連絡の確認 園児に対して

・全身状態を観察し（食事・排泄・睡眠・皮膚・機嫌など） ・毎月テーマを決めて健康教育を行っていく

　病気の早期発見と病後の状態を把握する 　健康習慣、清潔、生活リズム、虫歯予防、

異常があった場合の対応 　自分の身体を知る、靴のはき方、安全行動等

・的確な判断をして必要な応急処置や看護を行う 保護者に対して

　保護者に状態を伝え、受診の依頼や迎えをお願いする ・病気についての知識と看護について

・延長保育利用児は早めの連絡で対応していく 　保健だよりの発行、掲示物により

アレルギー児への対応 ・健康習慣について

・食物アレルギー児に除去食を正確に提供する 　身体の清潔、口腔衛生（うがい・歯みがき）

・気管支喘息の子どもの体調を把握し、発作時の対応を ・生活リズムの大切さについて

　的確にしていく ・予防接種の勧め

・アトピー性皮膚炎の子どもの症状を把握し、家庭と協力 ・食物アレルギー児への支援、除去食の確認　

　してスキンケアをしていく ・喘息児の生活指導

慢性疾患障がいを持つ子どもへの対応 ・靴の選び方について

・体調や発達状況を把握し、保育を支援する ・視力について

・保護者、他機関と連携し発達を促す 職員に対して

内科・歯科検診により異常を発見し、嘱託医と連携して ・的確な観察と応急処置が行えるように指導する

保護者を支援し、早期治療につなげる ・疾患や感染症について正確な知識を共有する

室内・室外の衛生的な環境について 室内・室外の安全な環境について

・環境を整えるためのマニュアルの整備と徹底 ・チェックリストを活用し点検する

・嘔吐や下痢発生時の処理用の必要物品を常備する ・環境を整えるためのマニュアルの整備と徹底

　点検を行い、補充する 事故発生時の対応

・嘔吐や下痢発生時の処理方法を明示し、職員が迅速に ・職員がマニュアルを活用し迅速に対応する

　対応できるようにする ・保護者へ連絡をし状況を適切に伝える

・大人の手が感染源にならない様手洗いの励行に努める ・外傷に応じ適切な処置を行うまたは受診する　

・再発防止のため、反省会を行う

緊急事態発生時の園内体制の整備 医療戸棚、薬品整理

・役割分担して対応できるマニュアルを整備する

・緊急時にすぐに連絡できるように医療機関の情報を常

　に更新し整理しておく

職員の健康管理（検便・健診・予防接種）

保健衛生研究会出席（情報交換・調査研究）

各種研修を受講し自己研鑚する
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　年間

　　　　３、子どもに自分の体を知り、身を守るための健康教育を行っていく

      年度　年間保健計画　　保育所
　保健目標　　園と家庭の連携の中で心身ともに健康に育つ子どもたち

　　　　１、清潔で安全な環境を整え、感染症の流行や事故を防ぐ

　　　　２、健康観察により異常の早期発見に努め、適切な対応を行う

保健日誌
児童票　　　　　　　　　　　　　　　個人情報の保護に
健康カード　　　　　　　　　　　　　留意しながら
予防接種接種状況の把握　　　　園児の健康状態
感染症罹患状況の把握　　　　　を記録し、効果的
歯科検診　　　　　　　　　　　　　　な健康管理する

そ
　
　
の
　
　
他

救
　
急
　
体
　
制

健
　
康
　
観
　
察
　
と
　
対
　
応


